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1．は じ め に
心理学は，いわゆる文系に分類されることが多い
が，綿密な実験計画を立て，収集したデータを統計的
に分析し，客観的に解釈することが求められる科学的
側面の強い学問である。そのため，心理学を学習する
ことで得られる，科学的にものごとをとらえる測定法
の習得や客観的な視点から考察する力は，社会に出て
からも役立てることのできる重要な能力のひとつであ
る。しかし，心理学を学ぶことで将来何に生かすこと
ができるか，生活にどのように結びつけるか，イメー
アクティブラーニング型心理学実習の実践報告
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Case Report of Active Learning in Psychology:
Through a Production of Optical Illusion Painting
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Abstract: Students who have no concrete vision of how they will utilize the content they learned in the uni-
versity course on psychology often struggle to achieve a sense of learning accomplishment and have a low
motivation to learn. Therefore, we introduced a practical training task based on active learning, in which
learners had to produce optical illusion painting. The aim was to inculcate in learners, the ability to manage
their learning schedule, deliver presentations, and analyze issues from objective viewpoints. The students ap-
preciated the task of optical illusion painting and engaged in it actively and creatively from an early stage. In
this way, the task helped them realize how important it is to develop a plan that is not overly ambitious and
to give thorough explanations to others. On the other hand, because much attention was focused on produc-
ing the painting, there was limited time available for reflection, making it difficult to have an in-depth scien-
tific discussion of it. An ongoing issue is to introduce learning themes and tasks that can be implemented
without excessive difficulty within the framework of a class.
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要旨：大学の講義で学んだ心理学をどのように活用するかについて具体的なイメージをもちにくい学
生は，学習の達成感を抱きにくく，学習意欲が低下することがある。そこで，本研究では，錯視作品
の制作という作業を伴う課題を行うアクティブラーニング型実習を導入した。これにより，学習に必
要なスケジュール管理力，プレゼンテーション力，客観的な視点からの考察力を養うことを目的とし
た。作品を制作する作業は学生からも好評であり，早い段階から積極的な工夫がみられ，無理のない
計画を立てることや他者に対する丁寧な説明の重要性に対する気づきを得ることができた。一方で，
作品制作に力を入れたことで，振り返りの時間が圧縮され，科学的な考察を深めることは難しかっ
た。授業という枠組みのなかで，無理なく実施できるテーマや作業の導入が今後の課題である。
キーワード：アクティブラーニング，心理学実習，錯視
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ジを持ちにくい学生がいることが課題として挙げられ
る。心理学における科学的な側面は，教科書をなぞる
表面的な学習にとらわれて，その基礎メカニズムや効
果について深く掘り下げて考えるより，そのまま暗記
しようとする傾向がみられる。たとえば，今回題材と
した錯視の場合，二次元図形が動いてみえる，実際の
長さとは異なって知覚されるといった現象は，はっき
りと体感できる経験であり，学生の関心は高い。しか
し，それだけでは考察力は育たない。一歩踏み込んで
講義で得た知識を何かに応用するには，やはり経験が
必要であろう。
アクティブラーニングは，学生の主体的な学びの育
成を目的とし，これまで初年次教育をはじめとして
様々な分野の講義や演習で活用されてきた（溝上，
2007）。特に，2012年に中央教育審議会の答申「新た
な未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」に
おいて取り上げられたことから，アクティブラーニン
グ型講義はより浸透してきたといえる（中央教育審議
会．2012；松下，2015）。溝上（2014）によれば，ア
クティブラーニングは「一方的な知識伝達型講義を聴
くという（受動的）学習を乗り越える意味での，あら
ゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には，書く・
話す・発表するなどの活動への関与と，そこで生じる
認知プロセスの外化を伴う。」と定義されている。細
かな解釈の違いはあるものの，概ねこれら 2つのプロ
セスを総合した課題構成がアクティブラーニング型講
義では取り入れられていると考えられる。ただし，実
際のテーマや設定する目標はその都度変化するため，
教員が各々の講義で試行錯誤しながら工夫している。
本研究にて新たに導入するにあたって，どのような手
法が適しているか，実際におこなってみないと分から
ない点は多く，まずは心理学の素材を使いながら，学
習に必要なスケジュール管理力，プレゼンテーション
力，客観的な視点からの考察力を養うことで，どのよ
うにその素材を活用すればよいかを，自然に学ぶこと
ができないか，と考えた。
そこで，本研究では，知覚心理学分野で馴染みのあ
る錯視を題材として採用し，学生の主体的な学びの実
践をおこなうこととした。
本研究課題について，上記定義に当てはめると，以
下のようになる。
活動への関与として①〈話す〉錯視図形のグループ
ワークを通して作業の打ち合わせ・スケジュール管理
②〈書く〉制作した図形の説明文書・質問紙作成③
〈発表する〉来場者への作品紹介をおこなう。認知プ
ロセスの外化として，質問紙の集計や来場者の反応を
基にした学生自身のアンケート回答形式での振り返り
作業をおこなう。
これらの一連の学習を通して，学生が自らどのよう
な発見をするか検討した。
2．作品の制作
課題の実施に当たり，ゼミに配属された直後の大学
3年生 9名を床展示作品，壁展示作品の 2つのグルー
プに分けたうえで，錯視を利用した作品を作り，展示
することを伝えた。錯視に関する講義をおこなったの
ち，展示日程と作品および質問紙のスケジュールを確
認したうえで，学生のグループワークを開始した（図
1）。
2-1．錯視作品の制作
テーマの決定
学生の話し合いにより，全体のテーマとして不思議
の国のアリスをモチーフにすることになり展示サイズ
が決まった。また，学生の希望により 2グループがさ
らに 1人ないし 2人に分かれ，計 5作品を制作するこ
ととなった。
下準備
床に展示する作品は，ベニヤ板を使用するため，下
地材を塗布する準備作業をおこなった（図 2）。板の
枚数が多いことから，全員で分担して一気に塗布した
が，梅雨に入り天気が悪い日がつづき，乾燥に時間が
かかったため予定より 2週分の作業日を充てることと
なった。この作業に並行して，それぞれ作品の元とな
る錯視を調べ，実際の制作するサイズが分かっている
ことから，縮尺を計算したうえでテーマに沿った図案
を書いた。
図 1 全体のながれ
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下書き
下準備が終わったところで，作品グループに分かれ
た作業を開始した。キャンバスへの下書きを始めたと
ころで，図案からの書き起こしがうまくできず，手間
取るグループがあった。図案は実際のサイズに拡大し
たときのイメージと合うかどうか確認するよう教示を
していたが，この点を重視せずに縮尺を計算しないま
ま実行しようとしたことがわかった。これにより，ス
ムーズに色塗りに移行したグループとそうでないグル
ープの進行に差が生まれた。
色つけ
慣れないアクリル絵具の使用で発色が思うようにい
かない技術的な問題があったが，重ね塗りや試行錯誤
した色の配合をグループ間で教え合うことで，解決し
ていった（図 3）。ここでの大きな問題は，仕上がり
の状態で錯視が起きるかを確認しながら作業すべき点
だったが，ほとんどのグループで下書きの時点で十分
に検証してあったことから，バランスよく作業ができ
ていた。しかし，綿密に計算をおこなっていたのにも
かかわらず，全体像のイメージが色付けにより変わっ
てしまったことから，図を簡易なものに変更したグル
ープが 1つあった。図案抽出の失敗である一方で，時
間の制約の中で柔軟に切り替えて軌道修正できたとも
いえる。
教示としては，講義時間内でスケジュール確認を
度々実施し，作業が冗長にならないように注意喚起を
おこなった。この確認により，締め切りに間に合わな
いと判断したグループは，空いた時間に教室のアポイ
ントを取って作業をすすめた。
2-2．質問紙の作成
作品に対するフィードバックを得るために，心理学
科の 1年生とオープンキャンパスの来場者を対象に質
問紙を実施することにした。他者による評価を得るこ
とで，自分たちが意図した通りに作品が知覚されるの
かを検証するためである。このために，まず作品がど
のように見えているのかを尋ねるための項目を考える
ことにした。各作品を制作したグループに分かれ，来
場者にどのように質問し，回答を得ればいいのかを検
討させた。
最初の段階で学生が考えた項目は，「奥行きを感じ
ますか？」「階段に見えますか？」など直接的に奥行
きを尋ねる項目であった。「奥行きがあるか？」など
直接的な質問では，来場者に質問の意図を気づかれ，
実際に奥行きがあるように見えていなくても奥行きが
あると答える可能性が考えられた。そこで，直接的な
質問の仕方ではなく，奥行きや立体感を知覚している
かを尋ねる方法を考えるよう伝えたが，どのように考
えていけばいいのかがわからない様子であった。
そこで，実際に展示した作品を見ながら，検討する
ことを提案した。実際にその作品を見て来場者の視点
に立つことで，質問の仕方や回答方法について検討し
やすくなると考えたためであった。「アリスとウサギ」
の作品については，奥行きを感じるようにアリスより
もウサギを奥にいるように描いたことから，ウサギの
位置をどのように尋ねるのかを来場者に答えてもらう
方法を考えることができた。「階段」の作品について
は，作品の右側から見たときに階段に見えるように意
図して制作したものであったことから，作品の右側・
左側・中央に見る位置を設定し，3つのなかからもっ
とも階段に見える位置を選択してもらうこととした。
床に展示する「文字」「穴」「ハート」の作品について
は，立体的に見えるかどうかを尋ねるとともに，「穴」
と「ハート」は作品に特有の項目を追加することとし
た（表 1）。さらに，展示した作品を見ながら検討し
たことで，どのような順路で展示を見てもらうかも合
わせて検討することができ，その順路に従って質問紙
図 2 全員で下地材を塗布する作業
図 3 グループに分かれた色つけ作業
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の項目も配置することとなった。
2-3．展示
錯視作品の展示
2017年 7月 8月のオープンキャンパスにおいて，
作品の展示をおこない，来場者に質問紙調査を実施し
た（図 4）。展示が通路を挟んだ 2部屋を使用した形
であったため，誘導と説明，質問紙回収を学生が手分
けしておこなった。また，展示に合わせて，作品の題
材としてもちいた錯視の説明資料を作成し，来場者に
配布した。作品をどのように見たらよいか分からない
場合に，資料を読むことで誘導しやすくすることと，
案内役の手が足りず来場者のみで見学している場合で
も状況がわかるようにする目的である。
計 4日間の展示で，209名（女性 195名，男性 13
名）が来場した。事前に導線を確認していたことか
ら，初日から来場者を待たせることなく，スムーズに
案内を進めることができていた。また，回数をこなす
につれ展示物そのものの説明だけでなく，錯視とはな
にか，心理学で学べることなど，来場者の質問を受け
表 1 質問紙で使用した項目
a）アリスとウサギ
教示：アリスに対するウサギの位置について，当てはまる項目の□にチェックを入れてください。ウサギはアリスより…
選択肢：□手前に見える □同じに見える □少し奥に見える □奥に見える
b）階段の絵
教示：どの位置から見るともっとも階段らしく見えますか。床に置いてある番号から選んで書いてください。
選択肢：A（作品の右側の位置），B（作品の中央の位置），C（作品の左側の位置）
c）床に配置した作品について
教示：それぞれの作品はどのように見えますか？ 当てはまるところの□にチェックを入れてください。
選択肢：文字 ① □立体的 □少し立体的 □平面的
穴 ① □立体的 □少し立体的 □平面的
② □へこんでいる □少しへこんでいる □へこんでいない
ハート ① □立体的 □少し立体的 □平面的
② □浮いている □少し浮いている □浮いていない
③ □動いている □少し動いている □動いていない
図 4-1 作品：アリスとうさぎ 図 4-2 作品：階段
図 4-3 作品：穴
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て幅広いやり取りが増えていった。特に，配布した資
料を来場者が熱心に読んでくれたため，作品に対する
具体的な質問がみられ，それに対する回答を学生が準
備する相乗効果がみられた。
質問紙の回収と集計
すべての来場者に質問紙に回答していただくことが
できたため，209名分（女性 195名，男性 13名）の
データが集まった（表 2）。後日，集計作業をおこな
ったところ，すべての項目に回答があった調査数は，
135名（64.6％）であった。未回答箇所が多かったの
は，「穴」と「ハート」の錯視図形に関する項目であ
った。「穴」は立体的かどうか，へこんでみえるかの
2項目，「ハート」は立体的かどうか，浮かんでみえ
るか，動いてみえるかの 3項目について尋ねる形式と
なっていた。どの項目も 3つの選択肢から 1つを回答
するもらうことを想定していたが，来場者のなかには
「穴」であれば 6つの選択肢のなからか 1つ，「ハー
ト」は 9つの選択肢のなかから 1つを選ぶと受け止め
た来場者が多くいたため，未回答箇所が増加したと思
われる。
回答結果を見ると，「アリスとウサギ」については，
「少し奥に見える」と回答したのは 140名（67.6％），
「奥に見える」と回答したのは 44名（21.3％）であ
り，88.9％が奥行きを感じていると答えていた。
「階段」は，もっとも階段らしく見える場所として，
「作品の右側」と「作品の中央」の位置を選択したの
はそれぞれ 29名（14.0％）であり，「作品の左側」の
位置を選択したのは 149名（72.0％）であった。作品
の右側から見たときに階段に見えるように描いた作品
だったが，制作者の意図とは違い，作品の左側から見
るほうが階段らしく見えたようであった。
「文字」については，「立体的」「少し立体的」と回
答したのは 80.3％であった。「穴」については，「立
体的」「少し立体的」と回答したのは 85.2％，「へこん
でいる」「少しへこんでいる」と回答したのは 94.3％
であった。「ハート」については，「立体的」「少し立
体的」と回答したのは 40.2％，「浮いている」「少し浮
いている」と回答したのは 49.7％，「動いている」「少
し動いている」と回答したのは 55.2％であった。
3．まとめと考察
作品の制作，展示，質問紙調査という一連の課題に
ついて振り返り，学生にどのように感じたのか，評価
できる点や工夫した点，気づいたことなどをまとめて
もらった。学生から得られた感想や意見をまとめたも
のが表 3，表 4である。
まず，作品制作については，「細かく測った」「奥行
きを知覚してもらえるよう色の濃さを調整した」な
ど，錯視や奥行き知覚が起こるよう配慮しながら，作
業をすすめた様子がうかがえた。展示については，来
場者の見やすさや質問紙の回答方法などに関して工夫
したようである。
一方で，作業時間の見積もりが甘く時間がかかって
しまったことなど自分たちのスケジュール管理がうま
表 2 質問紙の集計結果
作品 総回答数 各選択肢と回答数
1）アリスとうさぎ 207名 手前に見える
16名（7.7％）
同じに見える
7名（3.4％）
少し奥に見える
140名（67.6％）
奥に見える
44名（21.3％）
2）階段 207名 左側
149名（72.0％）
中央
29名（14.0％）
右側
29名（14.0％）
3）文字 208名 立体的
59名（28.4％）
少し立体的
80名（51.9％）
平面的
25名（19.7％）
4）穴 ①
169名
立体的
64名（37.9％）
少し立体的
80名（47.3％）
平面的
25名（14.8％）
②
177名
へこんでいる
85名（48.0％）
少しへこんでいる
82名（46.3％）
へこんでいない
10名（5.6％）
5）ハート ①
184名
立体的
17名（9.2％）
少し立体的
57名（31.0％）
平面的
110名（59.8％）
②
173名
浮いている
13名（7.5％）
少し浮いている
73名（42.2％）
浮いていない
87名（50.3％）
③
183名
動いている
26名（14.2％）
少し動いている
75名（41.0％）
動いていない
82名（44.8％）
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くいかなかったことを反省点としてあげていた。ま
た，作品についても，錯視が起こるために最適なサイ
ズを考えていなかったことなど，制作した錯視そのも
のについての知識不足などを指摘している学生もい
た。
さらに，来場者からの反応からは，作品を展示する
だけでなく，「見る位置を指定すればよかった」「解説
をつければよかった」など来場者に対する配慮や説明
不足を感じたとの記述が多く見られた。また，質問紙
調査について，未回答が多かったことから，回答する
人にとってわかりやすいもの，正確に回答してもらえ
る調査用紙を作成することの重要性も実感したようで
あった。
全体として，準備やスケジュール管理の大切さ，自
分たちの考えたことや伝えたいことを伝えるために丁
寧に説明することの重要性に関する記述が多かった。
今回の課題は，卒業研究や就職活動を来年に控えた 3
年生にとって大きな学びとなったと言えるだろう。
今回初めて作品制作という形を通した学習を導入し
たが，学生からはアクティブラーニング型の実習に対
して，楽しかった，また参加したい，やる気がでた，
という感想を得た。また，ゼミに配属された直後から
一緒に作業をすることで，学生同士のやりとりが密に
おこなわれ，他の学年に比べ早い段階でゼミのまとま
りができた点も副次的な効果として得られた。
しかし，今回の課題の設定において，慣れない下準
備に手間取るなど，作業時間がかかったことで振り返
りの作業を圧縮したため，科学的な考察を十分に実施
できたとはいえないところが反省点である。また，学
生案の通りに壮大な図案や課題の細分化した分担など
を実施したが，時間外作業や個人作業が増えたこと
で，スケジュール管理がより難しくなった側面もあっ
た。
どこまで学生の主体性に任せるかは線引きが難しい
が，アクティブラーニングによる学習効果を高めるた
めに，授業という枠組みのなかで，無理なく実施でき
るテーマや作業の導入が今後の課題である。学生がよ
り苦手とする統計分析を含め，得られた成果を科学的
な考察を通して発表するまでの一連の枠組みを作りた
いと考えている。
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